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寬着 


苗 ミ、： ベ 



牢沼獻 一郎 男は， 

何な 獨身か 



ぞの眞 巧を 研 巧 九ず 



二、 二人の 共通 點 

一一】、 彼等の 私 生 巧は？ であるか 

四、 フタ ン K 新 諸髮な た ドィぶ 性 

巧； 巧 的' ェネ ルギ— 

六 P 担の エネぶ ギ ，の 昇 雌 じついて 

セ 去 巧 地^ 性慾 一 

八*:; 华； は §： 十から とい ふこと j 

Af - を 情 j と 性慾 

T ^ 

W 錄 成功の 藻に 女 尘ぁリ 




西に ヒット ラー、 


東に や 沼 


嘗つ て 蓋柳斋 巧は 證迸さ 『西に い— ニン. 寒陌 曾と 云つ て醫を 起し セ ことが 

ある。 そ— 夏. ii な 直 3 答を i 力蠢 いム襄 

の. -，說 であつ たと 化 ムゲ巧 も 村じ審 で. をと 问じ やぅを 問 魁で 葵 巧の 巧 案 ホ 巧が 巧 
禍寞 むり. をに 化 謀 古を み學 るに おつた ことがある。 

白』 で 義で述 .へる 麗も M ミ 『西に ヒッ トラ— •かに f 基 品』 といを とに をる の ご 
ちょつ 基 S な K する。》？ れ は蒼留 でもな けれち m 篇暨 でもな < .ミトラ 
I と ザ 講：寶 が •装に も獨赛 でる つたと いふ 伽 人 S 患 h - げた？ ない の だから 
堇ム魄 は あるを いちおは この 小論で’ ヒ ブト ラ— とで 资が .政治的 おが 季露 らし 
おがを 蒼つ、 重 毛 S 人段內 S 分析み たいちを 想 f 8 的 tgK なを もた 



をい と 思つ て&る • 

二、 二人の 共通 郎 

平 沼が と ヒット ラ— は， そのを い 抑を あ 巧に めでが 逝して わる •とい ふこと なかに 巧 山の お 
ホ おがを る やぅに おへられる 0 

口 本 も ドィッ も お 想 的 K 乃 ま •政治的に ブヴ ユットの ポリ シエ ビズム にが 立して わり， み a 
的には 巧 共 協を にょつて 結ばれて ねる。 そして ー ホは その 巧の 宰相で わり •一方は 损巧 巧で & 

ろ そして 巧に 巧 族を お Q 畜を 驚み とぃ ム巧巧 的 裹を請 じて ゎを ちそのは ホ おと 

いふ ことが •巧なる 政治 装で なしに •描 切た る 思想の 上に 化 脚して わる こと ガ〇 
今-お 化 おに 述ぺ るを でもを いこと ガが •モ巧 巧は 巧で 巧 本 巧 のを 巧で わつた 〇 をの 巧み 巧は 

色ん を ミが s-si を」 てち 日 -M- 全 ホ a と S ム 畏に曼 セ禁 漂で ホ 4 舅の 巧 


a で わる ことに 肋 巧 ひを い 0 

ヒブ トラ-は ナチ； 首？ をる。 ユダヤ人 をな 逐 しご マン— 0 密冀を 巧 持して い 
力— する 獨 逸のを 阐巧 であろ そして. それを 化 S にまで おび づけた ぶな？ ホる。 この 
お 想 {ホ 的を 點 •冀 的な 扭 にがて 妾 通して ゐる〇 
でもな 吏 巧は •洋の 塞が 巧な つて ゐな がらち 多み に 似通つ てゐる 幕が さう さ 甘て ゐ 

る のであ ミ f 。 たて、 M 臺言は 2 を 知 楚ぃリ ミを XS 人的を 

の 巧を 旣て もやは 〇 か 似た 曲が ある やう だ。 

々庶 的に 見た 管 巧 も 参》 t が • S 送 養で ’ ミミ 金ち ては 失 

随 ザが ■な 治おと レム 通 f りは がかな お 巧 人と 云つ たやうな 一寸し な i を氣 がすろ ヒ 
ッ トラは 生— f して ゐろ をは 居大占 違》 が. それで’ それが 何 だ 言 じ もの、 

年： かの やうな おがす る 0 

ヒット -T は 勿 SS であろ ガ がそれ は大 ホを がに した 時ガ 。それな かの 巧は 棄 にお 


ロガ とぶ はれで わる。 やが 巧の 無口は 巧に を 託が ある 〇平巧 巧は いつも 無口で •巧つた 巧な 面 
煤へ ばか 〇 しでね るので. 化 巧が の 口さがない 述 中の 閒 では. をい 巧の々 あの おが だと おはれ 
でむる 化で をる 0 

この お 口 であると いふ ことの かに •二人の お 如 助は、 共に 眼が ホ おに 美し かこと ガ 。ヒット 
ミー にみ つた 人が 巧に 稱 へる ことは 化の 眼の 巧胞 さで ある。 彼のが やみが を 巧から 受ける もの 
は. 化 問で とふ やうれ 巧が 的な しさなん か 一つ もない とのこと でを る。 世 間 1 のの 巧と々 しも 
贷〇 はない の だが 《 化の 瞄 だけは 靜 かに すんで 人を おを つけろ •巧に 化が な陋 だと 君 ふ。 

をの 化になる' 主 平 州 巧に も问 じこと がちへ る •巧に 巧べ たやう に 化から 巧け るが じは おなで 
.. q - る。 そして 巧 說美巧 子のう ちに もかぞ へられな いだら ゥ 。お 化のを 相の 中で もを のなから を 
ると むしろ 下ので に 巧す るガ らう。 だが 彼の 陥は 巧に ょく 巧んで ゐる •ヒ ブト ーッ ーの既 と 同じ 
く •な 全 巧から 巧ぴ はなれて 陋 だけが 巧に 綺が なの だ。々 し 諮 おして 云 ふと 化の 中に 巧 石が ホ 
'つて ゐる やう ザ。 これは】 巧 どうし セ ことで あらう か。 なは この ほの 巧し さの やに 柏み がの 持 



つ 透 さを 留届」 たや i 契」 た Q でを る。 

人； 想を した 9 ちミ擎 8」 て 編 i じを いで 厚 淸養衰 で攀忆 なんでな 
るので ある。 初を ilf でち そな f — もない 直 ふ。* しこの 峰 
資管 & い ミム ミは •巧と いふ ミを®., たもので をる とい ふ f ミない。 1 ェ 
ネル T を そ 0 ま 之ち ち 愛 形で— 量ので なく’ is 菲 かお 巧な はれ •一 ま 
ち if れ了 .<2— で— おへら— である。 こ 馬ユ； Is と い- 
ことは 後ぞに 於て なぺ るから ミで はぜ 略す るが •この 裴作 川を 述ち こそ W む夕尝 .ぉ 

巧 さとし 憂 sf 」 i ご— は f if 2 S で ホろ If ^ 

库の人 KS 裹な 人は はえ どを い S ではない か、 ミラ— にせよ ザ 剪に 甘よ. 攀 二人 
《巧の 美し さは 定性 s;;'s がに よる 召 あるまい かと 思れ ミ 

一二、 が 等の お 生活は？ である^ 


ヒブ トラ I にせよ サ巧 巧に せよ •抑を をで をる ことが 閒 煙になる のは •彼等の 化を 巧が どん 
度 ものである かとい ふこと であるに 過ぎない。 だが •これをから ゥ と化ム 人が あるを らば 化 ふ 
人が お あだ。 が 的を 巧には 他人のは か 〇 かれない ホ 巧が 烘山 あるの だが •その 中で もこの こと 
は 特にが 中の がで わる •そんな ことをから ゥ など、 いふ おへは •をれ 自 おがい けない こと だ。 

一巧 翰から すれば 巧 巧は をを がわと いふ ことにが 堪 がきを つて わる 〇 あろ 人 速に 云は せれば 
巧 巧が 色を がむ のでを < •色が 巧 巧を がむ の だと 云つて わるが •それは 相對 的に 化た もの、 反 
面に 過ぎない ので あつて， 女 巧が 英巧的 巧 性を がむ こと も 巧が 的 巧け が ホけ をが むと いふ こと 
も问 じこと でみ る。 だが •か. 化 腔で 刖闽 にな 0 て わる •ヒット ラ— と ザが 巧は ホ 性が がきで 
わらぅ かとい ふこと で ホる。 な ひで ない ことは 巧 パー セント W 逆は ない。 それが がで あるか ダ 
りどんな を かで も かは 化き だ。 ヒット ラ— も ホが 巧 も ホは がを である ことに 違 ひは あるまい。 
ザが それに も增 してが 等は ホに 化かれ てね る。 ホに t ッ トラー が巧逛 にがて 如何に ホな に 人 お 
がわる かとい ム C とを なべて みよぅ。 ホの 文は フランスの 巧 ㈱ お ザが をた ヒット ラ ー と 巧进か 



任で わる • 

四、 フランス 新聞記者の 見を ドイツ ホ おのを 

一二 人の 美-:! い デバ— 卜のホ 巧 子さん でしち 一 二人ともを 描 ひの 服裝 ちを のない 巧ス 々—卜 

白 靴下、 木錢讓 こづれ さを と慧唐 S セ 小 S さ •盞 s-f;D ィツ ァ抗を 
の 語る 冀 r ィツ 畜 S 磬詔吉 S を」 S も 召」 ち壽 た— 毫； 二人のを に 

阪を惹 かれた なの 浊れの 巧は をに 向つ で • 

「ち あの 美しい 放たち がヒプ トラ _の ことを 何 ぅちへ てね を 聞いて みてくれ をへ」 

も 水め るので した 0 

無論 •巧は^ きぅけました。 そして その 一二 人のを いか 店 口の 一人に 巧ね てみ ました。 枯 めて 
巧 括に 诗 ねた® です が' 窯 •巧で 思 ひがけない 質問を ゥ けた？ 少 々憲 したら しく 一寸た 
A ら つてむ ましたが > 俩 の 二人と がか 相 巧した あげ <、 巧を あらためて， 

丸 


「ヒプ トラ— は 林 巧です わ！」 

となへ たのです。 

がは 十一月の が 迸 巧を の ナナ ホ 规巧巧 列 •スタ デイ ァムに をけ る ヒット ラ ー の 巧 說をも 招し 
< を 脚し をした。々 通 〇 を 巧 < 現巧険 .太な お. 巧が •巧が， 松 叫 等々 ド イブの 巧は がを 驻る 
巧 ダでした。 み 功は いふ ± でち なく® 袖な のな 化で， 猫 ホ# にはみ くと も】 巧 五 干の おきかな 
ポ演を 巧 •へて ヒット ラ— の！： 莱を •をを 巧賊 めて ねさした 。ヒット ラ ー のな 巧す る 巧の 化かみ 
の 巧 乎， 巧な •それは 巧 じて 巧 性 等の それにを けない 4 A でしを。 そして お 互にな をな 合せて 
は 口々 に， 

『ヒット ラ J の 神 段を 珪 てねば なり ま 甘ん」 . 

とつぷ や < のゥ した。 

この やぅな ドイッ 女性の 巧く ぺき t ッ トラ— へのな 巧は 化して 一時的な ものでは なかつ セの 
をず 〇そ のま* なは 云 巧 目の ペル 9 ン巧 問を しました が •巧 ホ 巧む ヒットぅ— なは かめる どこ 


を* f 胚 盛の やうに 化う けたた のです。 私：^ •ヘルリン 巧？ 拾つ た. ホの やうな 堅が' 

のな 話は を 難 C そを 寶 H くを ザつ。 一人 g 畜凌 Q や ミ 璧了& ましち 

「巧は お古の 巧です。 父は 巧が 乂 風の 巧® 化しました。 巧は それを この 上 もない ホが と 巧 じて 

ゐま た。 モ . J 了 養 名を ろ 堂」 了を た < な 名 ミ お 種を &ら置 おへを 

を」 * 

r ヒブ トラ ふ靠 S で わる S を ミた S S £ しち さつた Q でて を 3 裹た 

巧 装 •巧吗 をはが しくで がしくて 何とい つて 走 か 判らない がです」 

また 化の 女 化は ホの やうに いつて わろ したり 

「をは ユダて が S な Q です。 5 ユダ 又 s 培 贷て& ま.： 一た。 望 5 ユグ ャ人 はと 
でもい やらし いれで’ をを 巧に す；— かしては をを 髮 しま た。 み 菜が ほな のです もの. そ 
の訪寶 打 化を て」 ま： i ’ つ 蔓 て」 5 ひを」 ち ミ， § げふ矣 かと かを 
巧を クけ T まを 店 か ら巧 ひ 出した？ す。 ヒブ トラ— はま SI つてく ださつ た Q でて こ' 


れが巧 巧い こと だとち へずに わられる でせ うか」 

ぶる ホは ホの サゥに なに 話しました 0 

「をの 父は がを しもした。 フランス 巧が 父の 肘 巧を 诚ぶ まがに したので す •ヒット ラ I はを 9 
と 化 巧して くれる と 化 ひ まず」 

.これぉ 聞く とがは 

「では 巧 かは 邸 かになる ことを ホ 望して わな さるんで すね」 

と 化は ホを わ ± しガ。 

「そうです。 が 巧を 姑 菜ず 茶に されて •犬の やうに 巧 たれ-化す るょ 〇 おょく 邸って 巧んだ 方ポ' 
ましで ず」 

とが ホは ななと がへ るので した。 

化た 耸 にと 0 ては ヒット ラ— は 宵 集址 りの か 化 ホな のです。 ヒット ラー の 命と あれば 巧 巧を. 
しに ホ設卞 るので ず。 を 化 巧 もやめ れぱ •頭を たみめ る こと もやめ るし •ぶに ルー，*' ユを 6 ろ 



c とん •が ものを 身に つける c もも 宋 練な < やめます 。子供を 巧ク 彼女で したら さつ そ < 夫々 
の ナチ 幽 怖に 入れて ユ H フォ —ムを あせ •.ヒ ブト ラ— への 化 誠に 巧す る こころを かしで もみみ 
にお 巧し やうと 货 める ことは が ひありません • 

t れで 化が 如何に かけの 人氣の 中， む おにな クて& ろか r ょく ゎかる ので ある。 

五、 忱 の エネ ルギ I 

ホに 彼等の 巧 慾 生 巧に 刷 蹄して 一紀 的な 舞 嫌 化 巧に ついて 述べて みやう。 

人閒 の巧 的 本能は、 自己が がの 本能* 並んで • A 閒 のがな の 中で が も おがい〜 ので ゎ 〇 それ 
は 激しい 席 倘を化 ふ ものである。 この 性的な 摩に 捉 へられる と人閒 のぶが はが 巧に 巧 巧し •化 
のが 地の 時には なられた いやうな 巧 神の 現 奴が ほつて < る。 つを 〇お份 則は 鉛くな り， 巧 おや 
をを の 力は 巧乂 し’ 即眺 は銳 柏に なつて •いろ {の 工夫 ザ 非ぶ かつ ..と 効いて くる もの 
だ。 で' ょ < いふなは 人を 巧 おにす る はこの ことで あクて •巧を や 巧の 婚 空の た* に 林‘ 神 

ニニ 


1 四 

が おがして むる 端を には •巧 お K 一' 一の 巧 もがれな いやぅな 氣力か 巧いて くる もので るる。 

かぅ しわ 性的 按 巧に 化ム粒 神のを おや 鉛热 にな クた巧 脱は. おし をれ がその S 、 巧が のれ A ’ 
的 •文化的 巧朗に 向けられる ことに なれに， をれ こを 索が しいが がを わげ る 胤 化 力と なる に 
巧け ない。 か赢 .この 性， S エネ ルギ ー は 巧 怖の な. をして 化が のた ものであるから •それを 他 
の 文化的 巧 動の-の 動 別 じ W 化ず るには 化い なぶ 力が が 喪で ある-この お 合 巧 解して ゐ けない こ 
とは 化の エネ ルギ— はかして いやしむ ベタ もので ない とい ふこと である。 化 的 エネ ル 半— は々' 
き <1 •みへ ば 人 化が かお 本のを 力で をり •かわ 的な おむ が 動 別で ある。 これな しには 人が は « 
じして しを ふ。 义侧 人的には tt の ユ ホル ギ ー のがい も Q は •巧 おか •み 的の どこかに が陷 がを 
ると みて を まへ ない。 

それで tt 的 エネ ルギ I は •巧 巧 S ところ 虹 盛で あれば ある ほど 巧 動的で わる わけで， 大いに. 
ょろしい ので あるが •この 忱的 エホ ルギ J は それを り 巧の ま、 に •本能の おもむく 4、 に 巧 化' 
させずに •それ t 化の 方 曲に 的 化 出水ない かとい ふこと でを る • 



ム ハ、 性の エネ ルギ ♦—の 昇華に ついで 

性的 本能を 自 がのを のま、 に强 なさせる ことは 餘 りい、 ことで もを けれ ぱ •美しい ことで も 
たい。 由で ち へられる のは ヒット ラー にせよ ホ 巧を 巧に せよ， この 巧 的 エネ ル ギ—を 向が のま 
t に 巧 散 さ ホ ホに， 自分 自 みの 人生 目的の ために. 捷設的 巧 力の みに 巧 化し •かつが 萊 する ホ 
法を 請 じて ないかと いふ ことで ある • 

とい ふのは 性的 エネ ルギ— をが 華卞る こと ポ W 米れ ぱを述 のサ义 な人閒 でも， 自分を 灭ネの 
化かにまで 巧め る ことが W ホは しない かと 化 はれる—、 そして 化 等は 何貨 かの 方 巧で こむ を 巧 
巧に やつて むる のでは ないかと 化 はれる からで ある。 

そして 巧' 巧 •わる r メリ々 の 巧 巧の 硏究 によると 人閒 の 化 巧の 化 力と 性の エネ ルギ — Q 關が 
は ホの やぅに なつて ゐ るので ある。 

-、 巧 も 巧 大な仕 巧を 巧し 法げ た 人が は •例 ホ&< 巧 的 H ネル ギーポ 屁を であり •しかも 巧 

】 五 



的エ 4 ルギ fen ン トロー ルし 巧 巧して わると いふ 巧を が 巧ら れ るので わる。 

一 r 文 ホ， が 巧 •巧 治 •巧 巧 等に がて 頭角を おはし セ 人 速は •いずれ t た 性の が 化を ぅけて 
窗 がさ サられ たもので ホる。 

この間の 巧な を 示す〜 のは. おし 人閒 やの 物 からら 性の エネ ルギ ー の おみで をる 巧 的 ホル モ 
ン をが 則して 除まして しまへ ぱ ，その 人間 や 助 物は を < がの がけて しまつた •不 が •す 巧銜な 
れ をに なソ てし まぅ とい ふこと でを る。 

つま 〇 これを 逆に 云へ ぱ •人閒 の 巧の 則の が 本を なして わる tt 的 エネ ル ギーを 於 も適當 に， 
且妃 もが 効に 利用 すれば， それだけ をの 人は ゆ 乂 な 化 巧が W 來 ると いんこと になる わけで わ 

ろ - 

セ、 巧 雄と 性慾 

ヒット ラ— や 平 巧 巧 相は ホして 性的 エネ ルギ ー を 化每の 生な である 政治的 巧 動に 巧 華し でむ 


るので & らゥぞ 要 sa れた IK ホ寶 SQ 誇 KiT を 如何にが 化 

した かを 彼等の 傅 記の 中から 見出して みやぅ。 

お蛮 てト ベンが ま》 ゥ らおい 辜 時 2 明、 そ S 規が餘 。忆 醜く かつ セた 《化 ひを 去 
でゐた 一人 S ホから ホ 婿を 巧据 されて 爾密 しを ひ y 刻 巧 魁 胁’品 sf 仰がむ るに おつ 
を ことは •餘〇 に 巧 あを ことで ある。 

す 出器囊 ナボ； シも •そ S かしい 葛を 一畜 s 化 S つで なた 火 妾を つ ミ 

ナポレォン がその 務 の 夫人 ジヨ七 7 インから が 脚 さた 鼓舞され. ジ ヨセフ イン 夫人の 巧し 
いを を鹏 波に 巧へ ながら 一二 雲 叱 化して ねた 時化には. 援 向ん ところ かなき i お？ ぁつ 
ちで 化が I 巧 そ Q r 距 しい 理 をを 莫 ミ’ ジ 3 七 7イ ン 夫人を 巧け て 巧 ニ ホ 目の 夫」 
蓋へ ミ. 黨巧 動力 S おを ははる g に 基して 化 北 S 胳ムぺ くもな <> を ひに 刀 巧れ* 
盎 をて 化 お 消が と 七 A 卜へ レず 度が されて しまつた Q でぁる；， ナご オシは 政治的 術 巧の た 
《巧 一希 巨 Q 夫人を 巧へ た Q で ホる。 その 夫人は ジ 3 七 7 イン 夫人 ほど Q 巧い がみち 巧 巧， ^ 


】 八 

もつ て t ず •巧 ft ;Q 旺盛 塞 動力を 刺 華る》 け s がな かつた Q であ ミ 
ぶ も 宿 巧の 妻に が 風 さた 巧 巧され て 巧と 名# を 第を あげたを をの 古み くな クた巧 巧の 
まを 巧て •巧し S を宏 つたた ろ 早く も S しでい つを 英傑 U、 巧 5 ご* A ばかりで t 
く， その他に も 巧 川 あるので ある 0 

平を 人哭’ をの 駕 H ネル ギふ 利を 誤つ た* 例に 至つ て 中 それ こそ ス 上の 巧 £ 
にも 比較す べきは ど 2 ある。 サい なが 巧帶 地方の ィンド 人’ こィ 人’ その他の 出 人から な 
り@れた人問^5でない のは* 少ザみか巧化から早巧の巧巧にサ へ て化雜あ巧生巧をなつ て巧< 
からみ •むを 巧 巧し つ < してし まム からで ある。 

このち 2 浮を S く • sssw 少憂孩 化かを S 璧？ S たもの 

は ホ 怖に わいて がり 大きな 化 巧を してわない。 ヒル •ナポレオンが •ホ围 での お 明な 大巧 ホ 

をな しとげた 二で畜 s 重 S 農-を 調.； みた 冀 ‘ S 餐馨 &」 了 6 る。 重の ホ 

巧は 火 的に がて 四个 巧を 週 ダてから •がく その 巧 巧 fc 巧が してく る もので わると 0 



A 、 人生は 四十から とい ふこと 

さを こ Q 巧 巧の 町 3 は：^ んで ホる かとい をと を 巧 水して みるち そこには をた 賢い お. 
闪 がかな し 了 ゐる こと 漠‘だ 裝ろ 0で& る。 大 多な Q 人が 軍 •章忆 な ミ’ 姑 《て 勇. 
のがに つを 始ミ といを S ホ 髮阳网 は’ 攀 がを Q , が 配に 巧る までは 性的 瓶 助を そむ 4 
の 形に わいて 援的忆 S させ’ 隨 。にを S 力を 簽 しがち 忆な ぶいと いふ ミで あろ 

巧 論 そ C を 蔓 Q 房卜 をる C とは 出來 ろ， J か」. を S 夕 Q 畏もミ 巧 迎と切 巧ず 

C とは 5 Z 氷ない ので あろ。 

巧が のと XJ ろ大夕 故 Q .< は •そ Q 按 H ホルて や 養を ミる 肉 瞄裝现 ょ。 をを 巧 目 

な ものに 巧 おする ことが 出 ホる とい ふこと をからた いのでを る 0 I がに 人训生 巧に とつて 巧 巧 

を この 性 菜 s 襄作川 を Q ホ 化を かる Q は •四.^ なから 牽巧 K 重 前と ま はれ 

てね ミ だを §i?s 装奠 f S 愛 時’ 葬ち Q 程 2 て そ Q 男を 皮. 


巧した 後な ので ある。 - 

ザ沉 明は 巧 巧の,^ お 性から この 性生活よ 〇逛 ざれ 0 てね セと いんこと はを るに® 像され る 
し •ヒ トラー においても W 等 かの がに わいて 四 4 .巧の 銜き 盛りを： その 巧 ホな 性的 エネ ルギ— 
を W にが 巧の のみに お 散 させず、 化の 巧のと する 化 巧に W 華 させた ものに 違 ひない とぶ はれ 
る- 

人 化は w 十から とよく 云 はれて むる が， 巧が 巧 化より そのな 的 エネ ル ギ—の 巧 川に ついて 正 
しい 敲 離を 持ち， 無が に 巧が 力を 浪 巧し ないやぅな K 巧を つけたら. 己十扣 巧な か， をれ けが 
にがて 叫 4 ••化 十の 人が には A ばぬ にしても* が 如を がかに 浪 巧して 過し 阳十 になつ てが めて 
巧 巧した 人よりも •盛 かにな 化な 化が がで をる 笛の ものである。 巧 的 エネ ル ぞ—ゃ 巧が を 巧み 
にが制しセ人はその巧力や巧贼力がががになつており， しかもが々たる巧^:と閱ホをもつてゎ 
るからである。 こ の巧叱で人生は巧十から い ムこ とはもぅ 1 度巧檢なされて い 、 -\^曲ム， 


九、 を 情と 性 お 

人 閒薰の 推進力は 巧して を やかな 理性で な〜 人 帖の庙 怖で をろ。 人は 必ら ずし も ホた 
.い 巧せ 的れ 巧に ょつ て 巧 動ずる もので な〜 杯を 巧 ひ •巧* 巧み 等の 濤の 中で. 巧の する こ 
とが 巧む 卜：は 多い ので ホる • 

そして をら 人 ぉ Q . 巧 靡！；；： 動 Q 證力 占なる 讓 Q 威 接ち’ 显&强 い. そして おもが 
萨なも SS はけが 探で ぁろ 一口に 性的 成 巧と いひ 切つ てし をへ ちがんだ か 累る巧 姑の 
本が を 巧す か 3 やぅで ぁろ か •この 赁竊 とは 化して そを 器な ものでは ない。 巧输 ，ま 
的が がは 我蕉 S ざ 占 も Q でを るが， を Q 竊 S に 駕夕岐 な も® で ホる。 

例へ ぱこ S 结 席が として 指摘され る ものは •妥 S 巧 巧を 的め’ 望の 葵、 む’ 覆の 
巧 調 •巧 巧. 抗璧に 巧す を 4 ひ S 標 .曼 S おを？ るな 羣 はい ホれ もこれ を 
巧い を 巧 S け 5 性 送 巧 在んで 差 支へ & い Q でを る。 

二 I 


を 等 s 的療芙 s 器 萬 動 品 進 力で & ると す u ば’ ミ. 席？ 碧」 T れる 

人物 や诚 ひは 歡迎 される C 4.. おむ 堅 をら ミ 

ァメリヵ sii 髮 • nfif i 」 證人 《キ i つい 
て 裂— 雲した 倉ろ. な 在-め 三 為義」 てね る襄 寡が も雾養 入に な 

クてゐ る ことを 巧 化した。 

この 巧合茲 して わかね ぱ ならぬ ことは.— いふ 性的 エネ f の g した ホ 年と いん 
の ii 何も 脂| 写 ミ 

なく 季たな 巧 装 Q とれた 援 •お。 巧つ た 約 巧が 巧を 装で 藉 K も蓄 のな 力 こ 

だんで わるが 年の ことで ある。 

力ぅ した 夕れ览 力は 所閲 『入斟 SJ ともい はれて ゐ るが •巧む は 所 奮の な 力には か 

ならない ので ある。 か、 る も 的 牌 力は、 が s ? 巧 的 王 ネル ギ| からを 中る ものである 

が. 性 Q 努違 g 含忆 かょい 慕 基へ •营？ かい 資おミ もし だ 占. 巧 人的 


がに 好都鲁 ぁろ 貸 エネ ル f にさし < 、がんと をく 巧れ た 

て f —3 — II た。— 一 はた 
とは’ 詔— を C 重 も f 譬 ， で f 篡を I る こ 

r もいて： g まに 蓋な C とで ぁろ 時に な— などに をる と 
は， 下 if ピ—ル みたい— でを つ： i — 在と f ぱ 
まり 性が； ルギ— がない ち篡 のが 化と して 巧の 胜 力が ミ ぱ かよ’ そのを 
つてら 力と 8 浮ない たろ 如何なる 怠 接がても 人を ひを？ る 力を もたを いわ 

K 力 


結 


論 


ヒブ 


ヒ ブ ド ラ J { 


ラ— にせょ 平资 にせち こ S 的 K 本ぶ-を 巧蒂 してね る こと 品な ひは ない。 

|のミ贷|」苗達2護は描をミ雲5化た性的；；-の所を 
々ホる》 -B ミは 居 も 5 1 霎へ T ミけ 接 &食閣 が 抜た a つて A ミでは ないか 


とほ はれる 曲が あるの ポ〇 . . 

巧 的 H ネル ギー のが 巧され たがが が •どんな 莱 晴らしい 作 川を もたらす ものである わと いふ 
C とは ヴ でを々 理 がされた こと、 化 ふが •巧圃 はを の 巧 的 エネ ル 半— を どの 巧 巧に 押 巧ず る 
かとい ム C とで わる。 そして 馨は馨 Q 廣； ル ギ—を 愤底的 舞 _^ミ る で をら 
うか？ f 人は 5 ミる。 ヒッ トラ— ？ 舅の あ S むづ かしい なは •約旌 的な® 第 巧 
になす 岡 巧から だと。 或 ひは さう かも 知れない。 しかし. これは】 の 常人には なか..^ 山來な 
レ こと ゼ〇 

おが 歧後 にぶ 巧に す ひたい こ* は 就かの 待つ てむ る 性的 ユ ネル ギ—を 骑當に コント ロ — ルし 
て •そのな々 の ユ ホル ギ—を 口 本闲ぷ のために 蔬 して 巧 ひたいと いふ ことで ある。 

ヒット ラ— や 平 巧 明みたい を 巧 動み が 巧が 日本に な + 巧 •巧な； 叫と がえ ていつ たなら •どん 
な阳 9 な 問な だ 巧 等 日本人の 邮に 巧た はつて わ やうと も •少しも' む奶 する ことは いらない と 化 



お錄戍 巧の 裴に ホ 性 あり 

性冀 能と 性的 生活に ついて‘ これを 畜 S から ごば •畜 はさ 巧 S 案を 诚 巧へ. 
盖 く 推進力で ぉる C とを 寫」 含れ ぱ なら ち 畜が 誰れ で & ミ 留？ へに たつて、 

正し <*Q 身を 窜 a ミ K すれば. を そらく 人告お iss 簽や靠 は少く とも がが 
してく るボ らぅ。 

ホ 巧 S 瑞は泌 ザにたい ては 二つの 抑！！ 闽占裹 に 分れる。 その 一つは 巧と しての 妾で 
を. お 二は 妻と しての な 葦 ある。 巧と しての 髮が •ホの 時代を 2 ふ 幼い 少夏 かを 拒 
し <敎 巧 L 、 巧 巧し* 訓巧 する ことに ある ことは いふを でもた っ。 

多 ふで 養 S 紀を讀 むち がらが 幼少の 蜗 如何にを の S おきが f おり によつ て • 
裝の ホが Q 塞を 菱 たか r よもろ 巧人囊 SS は S る。 とはよ くいは むる こと 

であ ぷぅ巧 於 少年少女の 巧い 抗帥 的を 巧に わも强 い、 をして おもない が 巧を が' へる もの 


は •巧 庭な を 一 乎に 引を うけて. Q るかを であろ 琴 おの 巧は •おしを gw 盤を ホたち を’ 
持 巧な 汲な な々 人に しょうろ 化 ふなら ば •で 供たち がま だ 小さい 明から 巧 物 •化を-む ホ 的 か 
財な 翰に なほ 0 をを が ひ それらを {! ら 進んで みに つける やう 訓 がしな けれ ぱ をらぬ •さう ず 

れ ちその 子 化たち t ! 大きくな つて かち 曼 S 巧 や 秦の规 化を 皆び’ しかも g 碧 親 
たもつて 低ら ち ひとかどの 立 雲が み 人と をる だら う。 寫 •なお •すが 制な ど おを. 
モ供怕 代から つける ち ， で 《子 化たち じ 大きくな つても をの 巧 脚を もち 巧け •患く すると 化 非 
巧の がれに 巧ず る やうになる を おれち 巧し こ、 では 甚 QS を 能くの がな ではない 0 
ホ 性 Q もう 一つの な 巧で あるを としての ホ 域に ついて •少し おおして みたい ので ある。 

古ち 西が のちに r 夫 § かを 化 おする のはを S であろ といを が あろぶ る ものは こ 
れ に反して r ホの 一生を 巧る ものは そのまで ある』 といん かも かれない。 を そら < その 何れ t 
r 岡のは 巧を も クで& る こと ガらゥ 。がし こ、 ではが 8 に 巧な どたい ていへ ぱ •巧 巧斐が 
家ち に ホつ て 夫 K 後 afQ 帝； it をら」 《& やゥ字 sc * は， ホ- y 」 てぷ庭 Q かで 到らを • 



巧 人を 祝キ とし £ 術を つ < して 物ら 名 含 夫 K 招大 Q ぶな と 豪を 與 へる もちぁる 〇特 

に その 累 ’夫績 S が 主赁蠢 置と § をょ <理？. 夫 ss - gt を. 器し かつ 
巧雖喜 5<や5 军れ ば. 寒を 了 語で 基 查な囊 を 言 や 5 きとは &〜萬 お 

のりから その だ 動力の 類が をく みとる やうになる ゼ らう 0 
おし 畜か おと」 了 かっ， > た 潰 生 愛閒千 if 選を もつ て をらず. ま S に それ 口 
みで なく S を 巧へ る やうた む 則で もを ち 夫 為 的な 舞を 抱く やうに な。 •そ S 持を 
から ナたを かの S が 巧を 2 やうに な ミ、 塞は 雙 さた 夫は をのれ 爵霸 のぶな 
を 《つた W と 忆& つて、 化？ SS 2 もまら なくなる だら う。 

一が に 男は 一堇 茜を 怖 向を もつ てむ ると いはれ て& るが. 2 さゥ した 伸 向が 化り にを 
巧ぁろと してち それは 妻の 愛が や勞 にょ？ 著 S ひとめる ミので きる ものでぁる。 
おし お. 〇 笑が そ Q 皆 典 かを 巧 ひ 化 お 待を う？ や 5 な ことが, Q れ ちそれ はみ くの 
'蝴を そ Q 寞 性窒寞 夫が S 巧 巧忆 つい 5 智で ゎる か •ホ ひは それにつ いて‘ 貧 こ1 


さある た わたさを ろかを 置慧 SS 5' む f Is で&る § には’ 化 

して をん な ー ホみ お 的な 生理的 餘が などは ある 巧 Q も Q ではない 0 で ぉろ 例へ 一巧の おを の 

巧 ひを 怒ぞ资 た*」 I •をはは をち 至と したお S ひでをつ 了‘ 純が な 性的 
巧 巧と いふ も Q ち 餐 のと ころ 蠢の 师にガ ぶを をない ミで あろ また. 夫 節の 
ちょつ と た S や S & ど 巧 そた わ 5 が 拘泥」 過ぎる 為？ 乂さ < な るん？ あつ 

で’ 料に 妻が そんな も S 超い ユ-モ 7 でかき 邢掌ゼ け Q 寶を もつ て だば £ でもない 
ことで ある 0 

をと して C 畜ち辭 かかい 趴い むかが かい 趴醉 い. かかい 於 かかいい 心 如 r ぃん 
ことを ょく 幕」 H おかを &ら ない。 巧享 5 ち擢 とい ムも 《は •畜 《扫 吴き •く、 

をして 塞と して 映る ミ. ホ 巧から 巧&ら たかつ 思、 むされる C とを 一 愛ぶで &る もので 
ある。 この g は’ 斋れ S 巧ち S ; 货講 のかみ のが も 同じで あ ス古嘉 西を 通じて 化て 
の 巧に 共通」 て ミ 性？* る。 C れ はわ そらく 巧 性 共 S . そ Q 本能 S く お ざした 巧 巧. レ 



。 おし ミ蓄の 本能 的 施 愛 こ ミ 巧 gs の— 力な 0 であろ 

^ 基 — f U . 馨— 動？ 附 ミ. 歴ぶが をみ S しんだ も 

^ ある 现け— は • ii 、 1。 をな つて やつて’ 蒙を ぶ 

ミ tg， f ttf な 含 t た豪てゎ夕^ 
ミ 香 j ミ 農 やず iii でを ろ 護 if 1' 
。い^^ ui と— ちそ S 一 ii 复： .影い を かいい 4 を 

ril ィ 参 •或 if ——1。 がいて しを つたら 
をの？ も a ぶ も 為 分 QS と ミは 巧 ど 霧を ミで あ 章 

モ^^^^:^!:^庭のおは’ぉ送かぅ」た為や本能をょ<巧解」ミかねぱならない。 

い if すると ミ— が あを •巧 si 器と 出し 
. 9 ミ そ 9 もも 暫上〇 て 毁を& げた 肘 座、 ナ 
ならの。 巧— ifi 」’ If I を S •ミ 道 了—^ 


ゴ！ 0 

た 巧す るを 巧た 深めで くれる ことを かつたら •それで 小み にがおして •ま セ ホの 巧 動に 巧が し 
'て 巧つて ゆく ものである。 

巧 巧 e かう L た、 む 巧と 蓋を ょ<蠢 し •をに 巧して 讓法 なお 巧を もク てな ち 夫が 巧ぷ 
.時には 向 《も 巧び' 夫が 霸 して & る 巧には 夫を がろ 馨 する ことの 裝る をは. をて ホ 
を 牠の夕 S はれる やうな C とな どな S ぱ をで なく •夫を」 て 普 f か なお 持を ちつて そ 
み 化ずに のはし め， さらに 社 かのに 乂 けさせる ことができる。 

巧し 巧 巧と いふ ものは •円かが n 分 8S 人 2 透と か S をう けて‘ 化 巧に 巧 ぉしてね 
•ると いム ことを 自分で 記め ょう なぞとは しない もので をる。 まわ •さう した •評判が 他の 巧な 
の帅 で たつこと を實 巧ム もので をろ さらに まち 蒙ら 夫のは 巧は 寡の 襄 やか 励の も 
巧 だと いん t な 態度を され f. 蔡忆 S」 そ Q た奠お 仲？ 髮蓋 J; とも ある 
ものガ 巧とい*.^ものは をを巧ばち そして莱から巧めをることを巧ぶ】.面があると巧時 
ちそ 0K 面には •巧 性 g! 中での がが おとして 巧 巧され たいとす ム 舅を 本 おのを つて ゐる 



のでを る 0 

巧い 闹 巧な 斐 は、 男援 かぅ 占 巧 報を 理 をよ < 郡 がし C わ -S わ だなら 归 。をして がけ W 
巧 の 巧が のよ き 巧 おがと な^ •よを 巧种 かげ 化と ならなければ なら。。 

化 卵の 巧には 夕 わりと いはれ てゐ る。 この こ ともをた 巧 巧で あ 〇 •一刚 ハな' 拙で わる" 巧が 
なぶな、 むと 化が なを 的 本能 だけの おな むた 巧に 銷 ひされて •夕 くの が 巧が おのぶ を迎 つてき た 
し •をた 辿りつ、 ある ことは が货 だ。 巧し それと M 時に •巧い 御 巧な たを 粉 人に， おにん つた 
夕 くの 巧 性が. をの 想 人の’ 表よ き 巧が* 抗神 的な 励の ため. 巧な 镑の ぶかを めて む 
る こと も 巧 望 あろ 巧 化 S 巧 か S がには 葦よ きお 人’ よ臺 がむ る も S だ。 么貨 この .U 
巧を もつて 夫お閒 S 巧 巧 •性的 ホ-巧を 出し < 巧けば •人生 3 荒波に 巧 化する がむ の 的は もつと 
巧 かする だら ぅ。 


ヒット ラー •ホ 沼が ム郞は 
何化獨 みか 

巧な 十む (なな Ilia ) 
枯和 十四 ザ お月サ 八日が 引拥本 
町 草 四が で 月 己 十り な 巧 


巧が 人 を 本 巧 

Bwsm まな 二/二 

印助扣 大を 印刷所 

5.5 お化"夕》 巧； 力 

巧 巧が 神 机 K 小川が 二/二 

致け 所 巧 同 香 房 

ななが 田 C 巧〕 二 六® セ 巧 

j 

5 基 S 3 巧进化 巧を (巧な お 
大 S 进な濟 々•巧ぶ 巧 巧 か •違 お 5 
巧 巧が ザ 房 •川 頭が 巧な •巧ぶな I 
づ秀前 雄を ふ E 巧 化； 防 お 试 j 


